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縮
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催
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９
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岡
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奥多摩町消防団出初式

〔日　時〕１月１０日（日）午前１０時～

〔会　場〕古里小学校校庭

＊今回は、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止のため、規模を縮小して無観客

で実施します。

奥多摩町教育文化活動奨励者表彰

　この表彰は、町内に在住・在勤の個人または団体が行う教育文

化活動を奨励し、今後の活動に期待して隔年で表彰するものです。

　１１月３日に福祉会館で表彰式を行い、今回はつぎの方が受賞

されました。おめでとうございました。

〔個　人〕原島 和喜 氏（小丹波）

　氏は、小丹波地域に伝わるお囃子「こ組はやし連」の会長とし

て、永年にわたり地域の伝統文化の発展・継承に尽力され「郷土

芸能の振興・地域社会の発展」に寄与された功績が認められ受賞

されました。（写真前列左から３人目）

〔団　体〕おくたま海沢ふれあい農園運営委員会

　おくたま海沢ふれあい農園の計画や設立の段階から積極的に参

画し、海沢地域を中心とした町内の自然・伝統文化・農業・林業

などの体験を都市住民に提供する奥多摩型グリーン・ツーリズム

の構築に貢献し、社会教育振興に大きく貢献された功績が認めら

れ受賞されました。（写真前列左から４人目・堀口泰宏委員長）
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